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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外枠に開閉自在に内枠が装着され、当該外枠に当該内枠を施錠するための施錠部材が当
該内枠に設けられる遊技機に用いる不正防止部材であって、
　前記内枠の前記施錠部材を覆うための本体部と、
　前記本体部に形成された第１の壁部と、
　前記第１の壁部と離間して前記本体部に形成される第２の壁部と、
　前記本体部の一方向に関して前記第１の壁部と前記第２の壁部との間に位置して当該本
体部に形成され、当該一方向のいずれかの向きに延びる第１の爪形状部と、
　前記本体部の前記一方向に関して前記第１の壁部と前記第２の壁部との間に位置して前
記本体部に形成され、当該一方向の前記向きとは逆の向きに延びる第２の爪形状部と、
　を備え、
　前記第１の爪形状部および前記第２の爪形状部が前記内枠と係合し、
　前記第１の壁部と前記第２の壁部との間に当該内枠を構成する構成部材が介挿されて前
記本体部が位置決めされることを特徴とする不正防止部材。
【請求項２】
　前記第２の壁部に形成され、前記一方向の前記向きに延びる第３の爪形状部をさらに備
え、
　前記第３の爪形状部が前記内枠と係合することを特徴とする請求項１に記載の不正防止
部材。
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【請求項３】
　前記第１の壁部に形成された当接部をさらに備え、
　前記本体部は、前記一方向に長い長手形状であり、
　前記第３の爪形状部と前記第１の壁部との離間距離が前記第１の爪形状部と当該第１の
壁部との離間距離よりも長く、
　前記当接部を前記内枠の構成部材に当接させた状態で前記本体部を変形させて前記第３
の爪形状部を前記内枠に係合させることを特徴とする請求項２に記載の不正防止部材。
【請求項４】
　前記第１の壁部に形成された当接部と、
　前記本体部に対して移動可能に当該本体部に形成される延在部と、
　をさらに備え、
　前記第１の爪形状部と前記第１の壁部との離間距離が前記第２の爪形状部と当該第１の
壁部との離間距離よりも短く、
　前記第１の爪形状部は、前記延在部を介して当該本体部に接続されていることを特徴と
する請求項１または２に記載の不正防止部材。
【請求項５】
　前記延在部は、前記本体部の一部を切り欠く切欠部により形成されていることを特徴と
する請求項４に記載の不正防止部材。
【請求項６】
　前記本体部の厚さ方向に盛り上がるように前記延在部に設けられ、前記第１の爪形状部
を前記本体部に対して移動させる際に押圧される押圧部をさらに備えることを特徴とする
請求項５に記載の不正防止部材。
【請求項７】
　前記本体部の周縁部に形成されている仕切り部をさらに備えることを特徴とする請求項
１ないし６のいずれか１項に記載の不正防止部材。
【請求項８】
　外枠に開閉自在に内枠が装着され、当該外枠に当該内枠を施錠するための施錠部材が当
該内枠に設けられる遊技機であって、
　前記内枠の前記施錠部材を覆うための本体部と、
　前記本体部に形成された第１の壁部と、
　前記第１の壁部と離間して前記本体部に形成される第２の壁部と、
　前記本体部の一方向に関して前記第１の壁部と前記第２の壁部との間に位置して当該本
体部に形成され、当該一方向のいずれかの向きに延びる第１の爪形状部と、
　前記本体部の前記一方向に関して前記第１の壁部と前記第２の壁部との間に位置して前
記本体部に形成され、当該一方向の前記向きとは逆の向きに延びる第２の爪形状部と、
　を備え、
　前記第１の爪形状部および前記第２の爪形状部が前記内枠と係合し、
　前記第１の壁部と前記第２の壁部との間に当該内枠を構成する構成部材が介挿されて前
記本体部が位置決めされることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばパチンコ遊技機等の遊技機に対する不正行為を防止するのに用いられ
る不正防止部材および遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機等の遊技機では、遊技球が始動口等の役物に入賞することにより大当た
りの抽選が行われる。そして、大当たりに当選した場合には、遊技機は、大入賞口が開放
されて、多くの賞球を獲得し得る大当たり遊技状態となる。したがって、遊技機が設置さ
れたホールでは、遊技者は、遊技機を大当たり遊技状態にすべく、遊技球を打つことで入
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賞による大当たりの抽選が行われるように遊技を行う。
【０００３】
　ところで、このようなホールでは、通常の遊技をするのではなく、遊技機に生じる隙間
から不正治具を侵入させて遊技機を操作する不正行為によって容易に賞球を獲得してしま
うことを防止する必要がある。その対策としては、従来から種々の構造が提案されている
（例えば、特許文献１参照）。
　この特許文献１には、パチンコ機の外枠本体の前面下部に固着された幕板の上面に、平
板からなる上面カバーをビスで固着する構造が開示されている。さらに説明すると、この
上面カバーの後端部を上向きに９０度折り曲げることで、閉止状態の前枠の裏面側に所定
高さで起立する平板状の縦壁を形成し、前枠と上面カバーとの合わせ面の隙間を塞いでい
る。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３４００７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、不正防止対策のための不正防止部材を遊技機に取り付ける場合には、遊技機を
製造する段階と、すでに出荷して例えばホールに設置した後の段階と、が考えられる。し
たがって、製造段階での事前取り付けのみならず、出荷後の事後的な取り付け（後付け）
にも対応可能な不正防止部材が求められる。
【０００６】
　本発明は、遊技機への取り付けに関する汎用性を高めることが可能な不正防止部材およ
び遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的のもと、本発明が適用される不正防止部材は、外枠１０に開閉自在に内枠２
０が装着され、当該外枠に当該内枠２０を施錠するための施錠部材２４が当該内枠２０に
設けられる遊技機１００に用いる不正防止部材４０であって、前記内枠２０の前記施錠部
材２４を覆うための本体部４１と、前記本体部４１に形成された第１の壁部４６と、前記
第１の壁部４６と離間して前記本体部４１に形成される第２の壁部５１と、前記本体部４
１の一方向Ｄ１に関して前記第１の壁部４６と前記第２の壁部５１との間に位置して当該
本体部４１に形成され、当該一方向Ｄ１のいずれかの向きＤ１２に延びる第１の爪形状部
４９と、前記本体部４１の前記一方向Ｄ１に関して前記第１の壁部４６と前記第２の壁部
５１との間に位置して前記本体部４１に形成され、当該一方向Ｄ１の前記向きＤ１２とは
逆の向きＤ１１に延びる第２の爪形状部４５と、を備え、前記第１の爪形状部４９および
前記第２の爪形状部４５が前記内枠２０と係合し、前記第１の壁部４６と前記第２の壁部
５１との間に当該内枠２０を構成する構成部材が介挿されて前記本体部４１が位置決めさ
れることを特徴とするものである。
【０００８】
　ここで、前記第２の壁部５１に形成され、前記一方向Ｄ１の前記向きＤ１２に延びる第
３の爪形状部５２をさらに備え、前記第３の爪形状部５２が前記内枠２０と係合すること
を特徴とすることができる。また、前記第１の壁部４６に形成された当接部４６ａをさら
に備え、前記本体部４１は、前記一方向Ｄ１に長い長手形状であり、前記第３の爪形状部
５２と前記第１の壁部４６との離間距離が前記第１の爪形状部４９と当該第１の壁部４６
との離間距離よりも長く、前記当接部４６ａを前記内枠の構成部材に当接させた状態で前
記本体部４１を変形させて前記第３の爪形状部５２を前記内枠２０に係合させることを特
徴とすることができる。
　また、前記第１の壁部４６に形成された当接部４６ａと、前記本体部に対して移動可能
に当該本体部に形成される延在部４８と、をさらに備え、前記第１の爪形状部４９と前記
第１の壁部４６との離間距離が前記第２の爪形状部４５と当該第１の壁部４６との離間距
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離よりも短く、前記第１の爪形状部４９は、前記延在部４８を介して当該本体部に接続さ
れていることを特徴とすることができる。また、前記延在部４８は、前記本体部の一部を
切り欠く切欠部４７により形成されていることを特徴とすることができる。また、前記本
体部４１の厚さ方向Ｄ２に盛り上がるように前記延在部４８に設けられ、前記第１の爪形
状部４９を前記本体部４１に対して移動させる際に押圧される押圧部５０をさらに備える
ことを特徴とすることができる。
　また、前記本体部４１の周縁部に形成されている仕切り部４２をさらに備えることを特
徴とすることができる。
【０００９】
　他の観点から捉えると、本発明が適用される遊技機は、外枠１０に開閉自在に内枠２０
が装着され、当該外枠に当該内枠を施錠するための施錠部材２４が当該内枠２０に設けら
れる遊技機１００であって、前記内枠２０の前記施錠部材２４を覆うための本体部４１と
、前記本体部４１に形成された第１の壁部４６と、前記第１の壁部４６と離間して前記本
体部４１に形成される第２の壁部５１と、前記本体部４１の一方向Ｄ１に関して前記第１
の壁部４６と前記第２の壁部５１との間に位置して当該本体部４１に形成され、当該一方
向Ｄ１のいずれかの向きＤ１２に延びる第１の爪形状部４９と、前記本体部４１の前記一
方向Ｄ１に関して前記第１の壁部４６と前記第２の壁部５１との間に位置して前記本体部
４１に形成され、当該一方向Ｄ１の前記向きＤ１２とは逆の向きＤ１１に延びる第２の爪
形状部４５と、を備え、前記第１の爪形状部４９および前記第２の爪形状部４５が前記内
枠２０と係合し、前記第１の壁部４６と前記第２の壁部５１との間に当該内枠２０を構成
する構成部材が介挿されて前記本体部４１が位置決めされることを特徴とするものである
。
【００１０】
　なお、本欄における上記符号は、本発明の説明に際して例示的に付したものであり、こ
の符号により本発明が減縮されるものではない。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、遊技機への取り付けに関する汎用性を高めることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
〔遊技機の基本構成〕
　図１は、本実施の形態に係るパチンコ遊技機１００の概略正面図である。
　同図に示す遊技機の一例としてのパチンコ遊技機１００は、遊技者の指示操作により打
ち出された遊技球が入賞すると賞球を払い出すように構成されたものである。このパチン
コ遊技機１００は、遊技球が打ち出される遊技盤１１０と、遊技盤１１０を囲む枠部材１
５０と、を備えている。遊技盤１１０は、枠部材１５０に着脱自在に取り付けられている
。
【００１３】
　遊技盤１１０は、前面に、遊技球により遊技を行うための遊技領域１１１と、下方から
発射された遊技球が上昇して遊技領域１１１の上部位置へ向かう通路を形成するレール部
材１１２と、遊技領域１１１の右側に遊技球を案内する案内部材１１３と、を備えている
。
　本実施の形態では、遊技者により視認され易い遊技領域１１１の位置に、演出のための
各種の画像を表示する画像表示部１１４が配設されている。この画像表示部１１４は、遊
技者によるゲームの進行に伴い、例えば、図柄抽選結果（図柄変動結果）を遊技者に装飾
図柄により報知したり、キャラクタの登場やアイテムの出現による予告演出を表示したり
する。なお、画像表示部１１４としては、例えば液晶表示装置、ＥＬ表示装置、ＬＥＤド
ット表示装置または７セグ表示装置等による構成例が考えられる。
　また、本実施の形態では、遊技盤１１０の前面に、各種の演出に用いられる可動役物１
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１５および盤ランプ１１６を備えている。可動役物１１５は、遊技盤１１０に対して可動
に構成され、可動による各種の演出を行い、また、盤ランプ１１６は、発光することで光
による各種の演出を行う。
【００１４】
　遊技領域１１１には、遊技球が落下する方向に変化を与えるための図示しない遊技くぎ
および風車等が配設されている。また、遊技領域１１１には、入賞や抽選に関する種々の
役物が所定の位置に配設されている。また、遊技領域１１１には、遊技領域１１１に打ち
出された遊技球のうち入賞口に入賞しなかったものを遊技領域１１１の外に排出する排出
口１１７が配設されている。
【００１５】
　本実施の形態では、入賞や抽選に関する種々の役物として、遊技球が入ると入賞して特
別図柄抽選（大当たり抽選）が始動する第１始動口１２１と、第１始動口１２１の下方に
位置し、遊技球が入ると入賞して特別図柄抽選が始動する第２始動口１２２と、遊技球が
通過すると普通図柄抽選（開閉抽選）が始動するゲート１２４と、が遊技盤１１０に配設
されている。ここにいう第１始動口１２１および第２始動口１２２とは、予め定められた
１の特別電動役物（大入賞口１２５）、または予め定められた１の特別図柄表示器の何れ
かを作動させることとなる遊技球の入賞に係る入賞口をいう。
　第２始動口１２２は、チューリップの花の形をした一対の羽根が電動ソレノイドにより
開閉すると共に点灯する普通電動役物としての電動チューリップ１２３を備えている。電
動チューリップ１２３は、羽根が閉じていると、遊技球は第２始動口１２２へ入り難い一
方で、羽根が開くと第２始動口１２２の入口が拡大して遊技球が第２始動口１２２へ入り
易くなるように構成されている。そして、電動チューリップ１２３は、普通図柄抽選に当
選すると、点灯ないし点滅しながら羽根が規定時間（例えば６秒間）および規定回数（例
えば３回）だけ開く。
【００１６】
　なお、パチンコ遊技機１００は、所定の条件下で、特別図柄抽選時に大当たりが抽選さ
れる大当たり確率が変動する場合（低確状態（例えば３００分の１）から高確状態（例え
ば３０分の１）への変動）がある。また、パチンコ遊技機１００は、所定の条件下で、特
別図柄抽選時の特別図柄変動時間が短縮されたり、普通図柄抽選時の当選する確率が高ま
ったり、普通図柄抽選時の普通図柄変動時間が短縮されたり、電動チューリップ１２３の
羽根の開時間が延長されたり、電動チューリップ１２３の羽根が開く回数が増えたりする
（電チューサポート）場合がある。
【００１７】
　また、本実施の形態では、入賞や抽選に関する種々の役物として、第２始動口１２２の
下方に位置し、特別図柄抽選の結果に応じて開放する大入賞口１２５と、遊技球が入賞し
ても抽選が始動しない普通入賞口１２６と、が遊技盤１１０に配設されている。この大入
賞口１２５は、通常は閉状態であるが特別図柄抽選の結果により所定条件（例えば３０秒
経過または遊技球１０個の入賞）を満たすまで突出傾斜して開状態が維持されるラウンド
を所定回数（例えば１５回または２回）だけ繰り返す。
　なお、本実施の形態では、遊技領域１１１に第１始動口１２１および第２始動口１２２
が配設されているが、いずれか一方のみを配設する構成例や他の始動口を配設する構成例
も考えられる。また、本実施の形態では、遊技領域１１１に大入賞口１２５が１つ配設さ
れているが、大入賞口１２５を複数配設する構成例も考えられる。
　本実施の形態では、遊技盤１１０の右下の位置に、抽選結果や保留数に関する表示を行
う表示器１３０が配設されている。この表示器１３０の詳細は後述する。
【００１８】
　賞球の払い出しについて説明する。第１始動口１２１、第２始動口１２２、大入賞口１
２５および普通入賞口１２６に遊技球が入賞すると、遊技球が入賞した場所に応じて、１
つの遊技球当たり規定個数の賞球が払い出される。その一例を示すと、第１始動口１２１
に遊技球が入賞すると３個の賞球、第２始動口１２２に遊技球が入賞すると４個の賞球、
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大入賞口１２５に遊技球が入賞すると１３個の賞球、普通入賞口１２６に遊技球が入賞す
ると１０個の賞球がそれぞれ払い出される。なお、ゲート１２４を遊技球が通過したこと
を検出しても、それに連動した賞球の払い出しは無い。
【００１９】
　枠部材１５０は、遊技者がハンドル１５１に触れてレバー１５２を時計方向に回転させ
る操作を行うとその操作角度に応じた打球力にて遊技球を所定の時間間隔（例えば１分間
に１００個）で電動発射する発射装置（不図示）を備えている。また、枠部材１５０は、
遊技者のレバー１５２による操作と連動したタイミングで発射装置に遊技球を１つずつ順
に供給する供給装置（不図示）と、供給装置が発射装置に供給する遊技球を一時的に溜め
ておく皿１５３（図２参照）と、を備えている。この皿１５３には、例えば払い出しユニ
ットによる払出球が払い出される。
　なお、本実施の形態では、皿１５３を上下皿一体で構成しているが、上皿と下皿とを分
離する構成例も考えられる。また、発射装置のハンドル１５１を所定条件下で発光させる
構成例も考えられる。
【００２０】
　また、枠部材１５０は、発射装置のハンドル１５１に遊技者が触れている状態であって
も遊技球の発射を一時的に停止させるための停止ボタン１５４と、皿１５３に溜まってい
る遊技球を箱（不図示）に落下させて取り出すための取り出しボタン１５５と、を備えて
いる。
　また、枠部材１５０は、パチンコ遊技機１００の遊技状態や状況を告知したり各種の演
出を行ったりするスピーカ１５６および枠ランプ１５７を備えている。スピーカ１５６は
、楽曲や音声、効果音による各種の演出を行い、また、枠ランプ１５７は、点灯点滅によ
るパターンや発光色の違い等で光による各種の演出を行う。なお、枠ランプ１５７につい
ては、光の照射方向を変更する演出を行うことを可能にする構成例が考えられる。
　また、枠部材１５０は、遊技盤１１０を遊技者と隔てるための透明板（不図示）を備え
ている。
【００２１】
　図２は、本実施の形態に係るパチンコ遊技機１００を説明する図であり、（ａ）は、遊
技盤１１０の右下に配設された表示器１３０の一例を示す拡大図であり、（ｂ）は、パチ
ンコ遊技機１００の部分平面図である。
　パチンコ遊技機１００の表示器１３０は、図２の（ａ）に示すように、第１始動口１２
１の入賞に対応して作動する第１特別図柄表示器２２１と、第２始動口１２２の入賞に対
応して作動する第２特別図柄表示器２２２と、ゲート１２４の通過に対応して作動する普
通図柄表示器２２３と、を備えている。第１特別図柄表示器２２１は、第１始動口１２１
の入賞による特別図柄を変動表示しその抽選結果を表示する。第２特別図柄表示器２２２
は、第２始動口１２２の入賞による特別図柄を変動表示しその抽選結果を表示する。普通
図柄表示器２２３は、遊技球がゲート１２４を通過することにより普通図柄を変動表示し
その抽選結果を表示する。なお、本実施の形態では、第１特別図柄表示器２２１および第
２特別図柄表示器２２２は、７セグ表示装置で構成され、また、普通図柄表示器２２３は
、ＬＥＤ表示装置で構成されている。
【００２２】
　また、表示器１３０は、第１特別図柄表示器２２１での保留に対応して作動する第１特
別図柄保留表示器２１８と、第２特別図柄表示器２２２での保留に対応して作動する第２
特別図柄保留表示器２１９と、普通図柄表示器２２３での保留に対応して作動する普通図
柄保留表示器２２０と、を備えている。この保留について説明する。変動表示動作中（入
賞１回分の変動表示が行なわれている間）にさらに他の遊技球による入賞があると、その
入賞した遊技球に対する図柄の変動表示動作は、先に入賞した遊技球に対する変動表示動
作が終了するまで、規定個数（例えば４個）を限度に保留される。このような保留がなさ
れていることおよびその保留の数（未抽選数）が、第１特別図柄保留表示器２１８、第２
特別図柄保留表示器２１９および普通図柄保留表示器２２０に表示される。なお、本実施
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の形態では、第１特別図柄保留表示器２１８、第２特別図柄保留表示器２１９および普通
図柄保留表示器２２０の各々は、一列に配設したＬＥＤ表示装置で構成され、その点灯態
様によって保留数が表示される。
【００２３】
　パチンコ遊技機１００の枠部材１５０は、遊技者が演出に対する入力を行うための入力
装置を備えている。図２の（ｂ）に示すように、本実施の形態では、入力装置の一例とし
て、演出ボタン１６１と、演出ボタン１６１に隣接し、略十字に配列された複数のキーか
らなる演出キー１６２と、が枠部材１５０に配設されている。演出キー１６２は、その中
央に１つの中央キーを配置し、また、中央キーの周囲に略同一形状の４つの周囲キーを配
置して構成されている。遊技者は、４つの周囲キーを操作することにより、画像表示部１
１４に表示されている複数の画像のいずれかを選ぶことが可能であり、また、中央キーを
操作することにより、選んだ画像を情報として入力することが可能である。
【００２４】
〔枠部材の構成〕
　次に、パチンコ遊技機１００の枠部材１５０の構成について説明する。
　図３は、枠部材１５０の構成を説明する斜視図である。
　同図に示すように、枠部材１５０は、縦長の所謂フレーム構造である枠部材本体として
の外枠１０と、外枠１０に開閉自在に装着される前面枠（内枠）２０と、を備えている。
【００２５】
　外枠１０は、４つの金属製の枠部材である右縦枠部材１１、左縦枠部材１２、上横枠部
材１３および下横枠部材１４と、外枠１０の四隅に位置し、隣り合う枠部材を相互に連結
する角部材１５とを有する。
　外枠１０の前面下部には、下横枠部材１４と同じ方向（横方向、左右方向）に延びる幕
板１６が取り付けられている。なお、幕板１６の上端の縦方向の位置は、下横枠部材１４
の上端の縦方向の位置と略同一である。また、幕板１６の前面（遊技者側の面）には、例
えば社名やロゴ等を付すことで意匠的な装飾を施すことが可能である。
　また、外枠１０は、前面枠２０が開閉する際に前面枠２０と摺動する樹脂製の摺動部１
７を有する。より具体的には、この摺動部１７は、下横枠部材１４に取り付けられている
。また、摺動部１７は、下横枠部材１４の上面に位置し、かつ、前面枠２０の回転軸が位
置する側とは反対側（同図での右側）に片寄って位置している。そして、摺動部１７は、
前面枠２０の遊技盤保持枠２２が閉じている状態で遊技盤保持枠２２の下面と当接して前
面枠２０を保持する。このため、前面枠２０が閉じている状態では、前面枠２０と幕板１
６との間に、隙間が形成されることになる。
【００２６】
　前面枠２０は、上下方向に回転軸が延びるように一側部（図１での左側部）が外枠１０
に取り付けられている。付言すると、前面枠２０は、透明板を所定位置に保持する透明板
保持枠２１と、遊技盤１１０を所定位置に保持する遊技盤保持枠２２とを備えている。そ
して、図３に示すように、閉めた状態の透明板保持枠２１および遊技盤保持枠２２を一体
で外枠１０に対して回転させて開けることが可能である。また、図示を省略するが、透明
板保持枠２１および遊技盤保持枠２２を閉めた状態において、透明板保持枠２１を単独で
外枠１０および遊技盤保持枠２２に対して回転させて開けることが可能である。
【００２７】
　ここで、前面枠２０には、外枠１０と係合して前面枠２０が開かないように施錠するた
めの施錠部材２３，２４，２５が設けられている。すなわち、外枠１０の右縦枠部材１１
の内面には係合部材（不図示）が取り付けられ、この係合部材（不図示）に施錠部材２３
，２４，２５の各々が係合することで前面枠２０が施錠される。なお、施錠部材２３，２
４，２５のうち施錠部材２３は最も上側に位置し、施錠部材２５は最も下側に位置し、施
錠部材２４は施錠部材２３と施錠部材２５との間に位置する。
【００２８】
　また、これらの施錠部材２３，２４，２５は、パチンコ遊技機１００の正面側に配設さ
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れている鍵穴１５８（図１参照）に不図示の鍵を差し込んで所定の方向に回転することで
解錠動作を行う。
　具体的に説明すると、鍵穴１５８（図１参照）に差し込んだ不図示の鍵を一方向に回転
させると、施錠部材２３，２４，２５が互いに連動して下方にスライド動作する。このよ
うな下方へのスライド動作により、施錠部材２３，２４，２５のすべてが前面枠２０の係
合部材（不図示）と非係合になる。すると、前面枠２０の透明板保持枠２１および遊技盤
保持枠２２が外枠１０に対して開放可能になる。すなわち、この下方へのスライド動作は
、施錠部材２３，２４，２５が互いに連動する解錠動作である。
　また、鍵穴１５８（図１参照）に差し込んだ不図示の鍵を、一方向とは逆の方向に回転
させると、施錠部材２４のみが上方にスライド動作する。この上方へのスライド動作によ
り、施錠部材２４のみが前面枠２０の係合部材（不図示）と非係合になる。すると、前面
枠２０の透明板保持枠２１のみが外枠１０に対して開放可能になる。このような上方への
スライド動作は、施錠部材２４単独の解錠動作である。なお、この場合には、前面枠２０
の透明板保持枠２１のみが解錠され、遊技盤保持枠２２は施錠されている。
【００２９】
　さらに説明すると、鍵穴１５８（図１参照）に差し込んで不図示の鍵を回転させる鍵操
作によらずに、施錠部材２３，２４，２５のいずれかに外力を直接加えることによっても
、スライド動作が行われる。例えば、施錠部材２３，２４，２５のいずれか一つに、下方
にスライド移動するような外力が直接加えられると、他の施錠部材２３，２４，２５も同
様に下方にスライド動作が行われる。例えば、施錠部材２４に直接外力が付加されて下方
にスライドすると、他の施錠部材２３，２５も連動して下方にスライド動作することから
、遊技盤保持枠２２の解錠動作が行われることになる。また、例えば、施錠部材２４に上
方にスライド移動するような外力が直接加えられても、透明板保持枠２１の解錠動作が行
われることになる。したがって、不正行為を防止する観点からは、施錠部材２４に不正治
具（不図示）を介して直接的な外力を付加させないようにする必要がある。
【００３０】
　ここで、パチンコ遊技機１００は、ホールのいわゆる島と呼称される設備に設置される
。この島とは、遊技玉の補給手段、回収手段および研磨手段を備える補給システム（不図
示）のほかに、例えば玉貸サンド、紙幣搬送設備などの遊技に関するシステムを備えるも
のである。そして、パチンコ遊技機１００と島側の設備との間に隙間が形成される場合が
ある。そのような隙間を通じて、遊技機１００の内部に不正治具（不図示）を挿入するこ
とが可能になる。その一方で、隙間の発生をまったく無くすことは、パチンコ遊技機１０
０の設置作業性の観点等から難しい。
　本実施の形態では、そのような不正行為に対処すべく、パチンコ遊技機１００と島側の
設備との間に隙間から不正治具（不図示）を挿入されたとしても、とりわけ施錠部材２４
を直接スライド操作することを防止するための部材である不正防止部材４０（図４参照）
を備えている。この不正防止部材４０は、前面枠２０に装着されるものであり、その構造
についての詳細は後述する。
【００３１】
　前面枠２０を構成する構成部材について図３を用いて更に説明する。前面枠２０には、
施錠部材２３，２４，２５が鍵穴１５８（図１参照）の回転動作に連動してスライド動作
するためのリンク機構（不図示）を覆うための板状の機構カバー部材２６が設けられてい
る。この機構カバー部材２６には、施錠部材２４に対応した長孔２６ａが形成されている
。すなわち、機構カバー部材２６には、前面枠２０の上下方向Ｚ１に長い長孔２６ａが穿
設されており、この長孔２６ａから施錠部材２４が前面枠２０の奥行き方向Ｚ２の後ろ側
（同図の右側）に突出している。この施錠部材２４は、上述したように、鍵穴１５８（図
１参照）の回転方向によって上下方向Ｚ１の上方向に移動したり下方向に移動したりする
。
　また、前面枠２０には、機外からの電力をスイッチング電源５５０に供給する線材を覆
うための板状の線材カバー部材２７が設けられている。
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　これらの機構カバー部材２６および線材カバー部材２７は、縦方向に長く延びる形状で
あり、互いに隣接して配置されている。そして、機構カバー部材２６および線材カバー部
材２７は、互いにわずかな隙間３１（図６の（ａ）参照）だけ離間している。
　線材カバー部材２７は、機構カバー部材２６よりも後方に張り出して位置している。
【００３２】
　なお、遊技盤１１０の後面には、各種の基板等が取り付けられ、また、これら各種の基
板等は、内部が視認可能な透明のカバー５１０によって覆われている。この各種の基板等
について付言すると、遊技盤１１０の後面には、メイン基板およびサブ基板が配設されて
いる。すなわち、遊技盤１１０の後面には、メイン基板として、内部抽選および当選の判
定等を行う遊技制御部が構成された遊技制御基板５２０が配設されている。この遊技制御
基板５２０は、開封することにより痕跡が残るように透明部材で構成されたメイン基板ケ
ース５４０に密封されている。
【００３３】
　また、サブ基板として、演出を統括的に制御する演出制御部が構成された演出制御基板
５３０、画像および音による演出を制御する画像/音響制御部が構成された画像制御基板
（不図示）、および、各種のランプおよび可動役物１１５による演出を制御するランプ制
御部が構成されたランプ制御基板（不図示）等が配設されている。また、遊技盤１１０の
後面には、供給された２４ＶのＡＣ電源をＤＣ電源に変換して各種の基板等に出力するス
イッチング電源５５０が配設されている。
　付言すると、払出球の払い出し制御を行う払出制御部が構成された払出制御基板（不図
示）と、払出制御基板により制御され、外部から補給された補給球を一時的に溜めておき
、賞球の払い出しや貸し球の払い出しを行う払い出しユニット５６０と、が枠部材１５０
の前面枠２０に配設されている。
【００３４】
　続いて、不正防止部材４０の構造について説明する。
〔不正防止部材〕
　図４および図５は、本実施の形態に係る不正防止部材４０の外観を示す斜視図である。
図４は、不正防止部材４０の表面４１ａ側から見た斜視図であり、図５は、不正防止部材
４０の裏面４１ｂ側から見た斜視図である。
　図４および図５に示す不正防止部材４０は、厚さ略一定の板状部材であり、本実施の形
態では、透明の樹脂成形品である。なお、この不正防止部材４０は、例えば射出成型によ
り製造することが可能である。
【００３５】
　この不正防止部材４０は、本体部４１の一方向の一例としての長手方向Ｄ１に長く延び
る長辺と長手方向Ｄ１に交差する方向Ｄ２に延びる短辺とを有する略矩形の長手形状に形
成され、不正防止部材４０の本体をなす本体部４１を備えている。この本体部４１は、施
錠部材２４を覆うための部分である。さらに説明すると、本体部４１は、その表面４１ａ
および裏面４１ｂのいずれもが略平たんに形成されている。すなわち、不正防止部材４０
は、本体部４１を補強するための例えばリブ等の補強部分が、表面４１ａおよび裏面４１
ｂに形成されていない。言い換えると、不正防止部材４０は、本体部４１がたわみ易いよ
うに構成している。このような構成を採用したのは、不正防止部材４０を前面枠２０に取
り付ける際に本体部４１をたわませ易いようにして取り付けし易いように配慮したもので
ある。
　また、不正防止部材４０は、裏面４１ｂ側から方向Ｄ３に延びて立設し、本体部４１の
縁部に沿って略連続的に延びる仕切り部４２を備えている。この仕切り部４２は、不正治
具（不図示）の侵入を防止するためのものであり、本体部４１を補強するためのものでは
ない。言い換えると、不正防止部材４０を前面枠２０に取り付けた際に、不正治具（不図
示）が侵入可能な隙間が前面枠２０との間に発生しない不正防止部材４０の部分には、仕
切り部４２を形成しない。したがって、仕切り部４２を縁部に沿って全周にわたって形成
することは必ずしも必要ではない。
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【００３６】
　不正防止部材４０は、本体部４１の一つの長辺における仕切り部４２から部分的に突出
する突出片４３，４４と、突出片４３と突出片４４との間に位置し、本体部４１の長辺か
ら裏面側に部分的に立設して長手方向Ｄ１の向きＤ１１（第２の爪形状部が延びる向き。
図４の上方向）に延びる第２の爪形状部の一例としての挿入片４５と、を備えている。挿
入片４５は、長手方向Ｄ１の略中央に位置している。
　これら突出片４３，４４および挿入片４５は、前面枠２０の構成部材と係合する部分で
ある。なお、本体部４１から長手方向Ｄ１の一方向Ｄ１１とは反対の向きＤ１２（第１の
爪形状部が延びる向き。図４の下方向）に延びて挿入片４５を補強するための補強部４５
ａ（図５参照）が形成されている。
【００３７】
　不正防止部材４０は、本体部４１の裏面４１ｂから起立するように本体部４１に形成さ
れた第１の壁部の一例としての起立片４６（図５参照）を備えている。この起立片４６は
、長手方向Ｄ１の他方向Ｄ１２の側に寄って位置している。すなわち、起立片４６は、突
出片４４の近傍である本体部４１の下側に位置している。さらに説明すると、起立片４６
は、不正防止部材４０の取り付けの際に前面枠２０の構成部材と当接することになる当接
部４６ａ（図５参照）を有する。
　また、不正防止部材４０は、起立片４６に隣接して本体部４１に形成された切欠部４７
と、切欠部４７により形成される領域内に位置し、切欠部４７の端面から本体部４１と同
じ方向に延在する延在部４８と、を備えている。また、不正防止部材４０は、延在部４８
の先端から裏面４１ｂ側に延びると共に長手方向Ｄ１の他方向Ｄ１２に延びて形成される
第１の爪形状部の一例としての爪４９と、延在部４８の先端に位置すると共に本体部４１
の表面４１ａ側に位置し、盛り上がるように形成されている押圧部の一例としての操作部
５０（図４参照）と、を備えている。この操作部５０は、不正防止部材４０の取り付けの
際に作業者により押圧操作されるものである。
　このように、本体部４１に切欠部４７を形成していることから、延在部４８は、本体部
４１に対して容易にたわむと共に、そのたわみ量を大きくすることが可能になるように、
構成されている。言い換えると、操作部５０を裏面４１ｂの方向に押すことで、延在部４
８の先端に位置する爪４９を起立片４６の当接部４６ａに対して大きく変位させることが
容易に可能である。
【００３８】
　また、不正防止部材４０は、本体部４１の一方向Ｄ１１における端部に位置し、仕切り
部４２の外面側に突出して形成されている第２の壁部の一例としての壁部５１と、壁部５
１に形成され，壁部５１の長手方向Ｄ１の他方向Ｄ１２側の面に位置する第３の爪形状部
としての凸部５２（図５参照）と、を備えている。壁部５１は、起立片４６と離間して位
置している。
　付言すると、凸部５２は、起立片４６の当接部４６ａとは反対側の端部に位置している
。このため、本体部４１をたわませることで、凸部５２を起立片４６の当接部４６ａに対
して大きく変位させることが容易に可能である。
　なお、凸部５２と起立片４６との離間距離は、爪４９と起立片４６との離間距離よりも
長い。また、爪４９と起立片４６との離間距離は、挿入片４５と起立片４６との離間距離
よりも短い。
【００３９】
　次に、不正防止部材４０の前面枠２０への装着について説明する。
　図６は、不正防止部材４０の装着に利用される前面枠２０の構成を説明する図であり、
外枠１０（図３参照）の図示を省略している。同図の（ａ）は、前面枠２０の施錠部材２
４付近を部分的に示す背面図であり、同図の（ｂ）は、その右側面図である。
　図６に示すように、前面枠２０の機構カバー部材２６と線材カバー部材２７との間には
、隙間３１（同図の（ａ）参照）が形成されている。この隙間３１の大きさは、上下方向
Ｚ１でほぼ同一である。なお、上述したように、線材カバー部材２７は、機構カバー部材
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２６よりも前面枠２０の奥行きＺ２の後ろ側（同図の（ｂ）の右側）に張り出して位置し
ている。
【００４０】
　また、前面枠２０の機構カバー部材２６は、前面枠２０にねじ締結して取り付けられる
板状部材の取り付け部６１を有する。この取り付け部６１は、施錠部材２４の近傍に位置
し、より具体的には、施錠部材２４よりも上下方向Ｚ１の上側に位置している。なお、詳
細な説明を省略するが、機構カバー部材２６は、取り付け部６１と同一構造を、上下方向
Ｚ１に沿って所定位置に有する。
　さらに説明すると、取り付け部６１は、機構カバー部材２６の本体から奥行き方向Ｚ２
に延びる第１部分６１ａ（同図の（ｂ）参照）と、第１部分６１ａの後端から幅方向Ｚ３
に延びて隙間３１を横断する第２部分６１ｂ（同図の（ａ）参照）と、を含んで構成され
ている。さらに説明すると、この取り付け部６１によって隙間３１が埋められるものでは
なく、取り付け部６１が位置しても隙間３１が残存している。
【００４１】
　また、前面枠２０の線材カバー部材２７は、施錠部材２４の近傍に位置する下端７１を
有する。この下端７１は、施錠部材２４よりも上下方向Ｚ１の下側に位置している。
　また、線材カバー部材２７は、線材を収容する内部空間を狭めるように部分的に絞られ
る絞り部７２を有する。この絞り部７２は、施錠部材２４との干渉防止のために形成され
ているものであり、そのために、施錠部材２４の近傍に位置している。絞り部７２は、プ
レス加工により形成されることから、切欠き形状である。したがって、絞り部７２を介し
て線材カバー部材２７の内部空間に連通している。すなわち、絞り部７２の上側に隙間が
形成されると共に、絞り部７２の下側にも隙間７３が形成されている。また、線材カバー
部材２７において、下端７１と絞り部７２との間には、平面部７４が形成されている。こ
のように、線材カバー部材２７は、施錠部材２４の近傍に位置している隙間７３および平
面部７４を有する。
　また、線材カバー部材２７は、線材カバー部材２７の本体に部品３２（図３参照）を取
り付けるための部品取り付け部７５を有する。ここにいう部品３２は、本実施の形態では
、信号を伝達するための各種の信号線のコネクタ（不図示）を保持するためのものである
。
　この部品取り付け部７５は、線材カバー部材２７の本体から奥行き方向Ｚ２の後方に延
びる第１部分７５ａと、第１部分７５ａの後端から幅方向Ｚ３に延びて部品３２が取り付
けられる第２部分７５ｂと、を含んで構成されている。付言すると、部品取り付け部７５
は、上方の縁部で形成される上端７６を有する。また、部品取り付け部７５と部品３２と
の間には、わずかな隙間７７が形成されている。なお、線材カバー部材２７の本体は、ね
じ締結により前面枠２０に取り付けられている。
【００４２】
　図７は、不正防止部材４０が前面枠２０に装着された状態を示す図であり、外枠１０（
図３参照）の図示を省略している。同図の（ａ）は、前面枠２０の施錠部材２４付近を部
分的に示す背面図であり、同図の（ｂ）は、その右側面図である。
　同図に示す不正防止部材４０は、前面枠２０の機構カバー部材２６および線材カバー部
材２７の形状を利用して取り付けられている。以下、具体的に説明する。
　不正防止部材４０の挿入片４５（図４または図５参照）は、機構カバー部材２６の取り
付け部６１の下方から隙間３１に入り込んでいる。また、不正防止部材４０の爪４９は、
線材カバー部材２７の絞り部７２（図６参照）に位置し、上方から隙間７３（図６参照）
に入り込んでいる。また、不正防止部材４０の凸部５２（図５参照）は、部品取り付け部
７５と部品３２との間に形成される隙間７７（図６の（ｂ）参照）に上方から入り込んで
いる。このように、不正防止部材４０は、挿入片４５、爪４９および凸部５２（図４また
は図５参照）が機構カバー部材２６ないし線材カバー部材２７と係合することにより、前
面枠２０と連結している。
【００４３】
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　また、不正防止部材４０の突出片４３，４４（図４または図５参照）は、機構カバー部
材２６と線材カバー部材２７との間の隙間３１に入り込んでいる。このように、不正防止
部材４０は、前面枠２０の隙間３１に入り込むことで、奥行き方向Ｚ２の前側への移動が
規制されている。
【００４４】
　また、不正防止部材４０の起立片４６（図５参照）は、線材カバー部材２７の下端７１
（図６参照）の下側に位置している。また、不正防止部材４０の壁部５１は、線材カバー
部材２７における部品取り付け部７５の上端７６の上側に位置している。すなわち、不正
防止部材４０は、起立片４６および壁部５１によって線材カバー部材２７を部分的に挟み
込むように介挿されて位置している。このように、不正防止部材４０は、上下方向Ｚ１の
上方向への移動が起立片４６（図５参照）により規制され、また、上方向への移動が壁部
５１により規制されることにより、上下方向Ｚ１の移動が規制されている。
【００４５】
　次に、不正防止部材４０を前面枠２０に組み付ける手順について図面を用いて説明する
。まず、鍵穴１５８（図１参照）に不図示の鍵を差し込んで所定の方向に回転して解錠し
て前面枠２０を外枠１０に対して開く。これにより、図３に示すように、施錠部材２４を
含めた部分が外部に露出する。
　そして、不正防止部材４０の突出片４３，４４（図４または図５参照）を機構カバー部
材２６と線材カバー部材２７との間の隙間３１に入れる。その後に、不正防止部材４０の
挿入片４５（図４または図５参照）を機構カバー部材２６の取り付け部６１の下方から隙
間３１（図６参照）に挿入する。この挿入片４５は、隙間３１よりも小さい形状であり、
この状態では、挿入片４５を隙間３１に挿入した状態で上下方向Ｚ１に移動可能である。
【００４６】
　そして、不正防止部材４０の起立片４６の当接部４６ａ（図５参照）を前面枠２０の平
面部７４（図６参照）に当接させた状態にする。その状態で、不正防止部材４０の操作部
５０を押して延在部４８をたわませる。すると、不正防止部材４０の爪４９（図４または
図５参照）は、線材カバー部材２７の絞り部７２（図６参照）に位置することになる。
　また、その状態で、不正防止部材４０の壁部５１を押して本体部４１をたわませる。す
ると、不正防止部材４０の凸部５２（図５参照）は、それまで部品取り付け部７５（図６
参照）の手前側に位置していたが、本体部４１をたわませることで、部品取り付け部７５
を超えて隙間７７（図６参照）に位置することになる。
【００４７】
　その後、不正防止部材４０の当接部４６ａ（図５参照）を平面部７４（図６参照）に接
触させると共に延在部４８および本体部４１をたわませた（変形させた）まま不正防止部
材４０を上下方向Ｚ１の下方にスライドさせると、不正防止部材４０の壁部５１は、線材
カバー部材２７における部品取り付け部７５の上端７６に当接する。すると、不正防止部
材４０の起立片４６が線材カバー部材２７の下端７１（図６参照）の下側に位置する。
　また、不正防止部材４０の凸部５２（図５参照）は隙間７７（図６参照）に入り込み、
かつ、不正防止部材４０の爪４９（図４または図５参照）は、隙間７３（図６参照）に入
り込む。これにより、不正防止部材４０は、上下方向Ｚ１の移動が規制されると共に、奥
行き方向Ｚ２および幅方向Ｚ３の移動も規制されることから、前面枠２０に強固に組み付
けられる。組み付けられた状態では、不正防止部材４０の本体部４１が前面枠２０の施錠
部材２４を覆い、かつ、本体部４１の周囲は仕切り部４２が形成されているので、本体部
４１の裏面４１ｂは外部と仕切られる。したがって、不正防止部材４０を前面枠２０に組
み付けることで、不正行為を防止することが可能になる。その後、前面枠２０を閉じて施
錠する。
　こうして、不正防止部材４０を前面枠２０に組み付ける一連の作業が終了する。
【００４８】
　このように、上述した本実施の形態では、不正防止部材４０をねじや締結工具を用いる
ことなく、前面枠２０の施錠部材２４を覆ってアクセスできないようにする不正防止部材
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４０を前面枠２０に容易に組み付けることができ、また、組み付け作業を連続して行うこ
とができる。また、不正防止部材４０を前面枠２０に取り付けた後には、容易には取り外
すことができないことから、不正行為を効果的に抑止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本実施の形態に係るパチンコ遊技機の概略正面図である。
【図２】本実施の形態に係るパチンコ遊技機を説明する図である。
【図３】枠部材の構成を説明する斜視図である。
【図４】不正防止部材の外観を示す斜視図である。
【図５】不正防止部材の外観を示す斜視図である。
【図６】不正防止部材の装着に利用される前面枠の構成を説明する図である。
【図７】不正防止部材が前面枠に装着された状態を示す図である。
【符号の説明】
【００５０】
２０…前面枠、２４…施錠部材、２６…機構カバー部材、２７…線材カバー部材、４０…
不正防止部材、４１…本体部、４５…挿入片、４６…起立片、４６ａ…当接部、４７…切
欠部、４８…延在部、４９…爪、５０…操作部、５１…壁部、５２…凸部、１００…パチ
ンコ遊技機

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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